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『十
七
番
詩
歌
合
』
注
釈

凡
　
例

「翻
刻
」
に
記
し
た
本
文
は
大
阪
青
山
短
期
大
学
蔵
本
を
底
本
と
し
て
正
確
に
翻
刻
す
る
こ
と
に
つ
と
め
た
。
底
本
の
字
形
が
曖
味
で
あ
り
判
読
困

難
な
場
合
は
最
も
近
い
と
判
断
し
た
文
字
を

［　
］
を
付
し
て
記
し
た
。
な
お
、
表
題
に
は

『十
七
番
詩
歌
合
』
と
し
た
が
、
底
本
の
現
存
は
十

四
番
ま
で
で
あ
る
。
詳
細
は

「解
説
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

「注
釈
」
は
以
下
の
手
順
で
行
っ
た
。

・
本
文
は
、
漢
詩
は
校
訂
し
た
場
合
も
あ
る
が
、
校
訂
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
そ
の
旨
、
各
語
句
の

【語
釈
】
欄
に
示
し
た
。
和
歌
は
適
宜
漢
字

を
あ
て
た
。

・
【平
仄
】
欄
で
は
漢
詩
の
平
仄
を
平
水
韻
で
示
し
た
。

ム
語
釈
】
欄
で
は
適
宜
取
り
上
げ
る
べ
き
語
句
に
解
説
を
施
し
た
。
そ
の
際
、
底
本
の
ま
ま
で
は
意
が
通
じ
難
い
箇
所
が
あ
れ
ば
そ
の
旨
を
指
摘

し
、
想
定
し
得
る
解
釈
を
記
し
た
。

・
【通
釈
】
欄
で
は
底
本
に
従
っ
た
口
語
訳
を
載
せ
た
。
な
お
、
底
本
の
ま
ま
で
は
意
が
通
じ
難
い
場
合
は
、
【語
釈
】
欄
に
記
し
た
想
定
本
文
に

よ
る
解
釈
を
記
し
た
。

・
【作
者
】
欄
で
は
底
本
に
作
者
名
が
記
さ
れ
る
場
合
は
そ
の
作
者
の
、
官
職
名
等
の
表
記
の
場
合
は
想
定
さ
れ
る
作
者
の
略
歴
を
記
し
た
。

∴
付
】
欄
で
は
以
上
の
欄
で
取
り
上
げ
難
か
っ
た
こ
と
で
、
解
説
す
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
記
し
た
。

和
歌
の
引
用
並
び
に
歌
番
号
は

『新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
っ
た
。
ま
た
、
【語
釈
】
の
欄
に
引
用
し
た
歌
の
作
者
は
官
職
等
に
よ
る
表
記
を
避
け
、

姓
名
等
の
簡
略
な
形
に
改
め
、
作
者
不
明
歌
に
つ
い
て
は

一
括
し
て

「読
人
不
知
」
と
し
、
加
え
て
詞
書
を
省
略
し
た
場
合
も
あ
る
。
な
お
、
歌

滝海
川野

幸圭
司介
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集
等
の
名
称
は
概
ね

『新
編
国
歌
大
観
』
の
名
称
に
従
っ
た
が
、
『古
今
和
歌
集
』
・
『夫
木
和
歌
抄
』
等
は
そ
れ
ぞ
れ

『古
今
集
』
。
『夫
木
抄
』
等

の
略
称
を
用
い
た
。

漢
詩
、
漢
文
資
料
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
よ
っ
た
。

『毛
詩
』
『礼
記
』
―

『十
三
経
注
疏
』
（芸
文
印
書
館
版
）、
『文
選
』
―

『文
選
付
考
異
』
（芸
文
印
書
館
版
）、
古
訓
は

『九
条
本
文
選
古
訓
集
』
（風

間
書
房
　
昭
和
五
十
八
年
二
月
）、
『庚
信
集
』
―
　
『庚
子
山
集
注
』
（中
華
書
局
版
）
『李
崎
百
詠
』
―

『李
崎
百
二
十
詠
索
引
』
（東
方
書
店
　
平
成
三

年
二
月
）、
『自
氏
文
集
』
―

『自
氏
文
集
歌
詩
索
引
』
（同
朋
舎
出
版
　
平
成
元
年
十
月
）、
コ
九
氏
長
慶
集
』
―

『元
根
集
』
（中
華
書
局
版
）、
コ
本
文
類

衆
』
『初
学
記
』
―

『芸
文
類
衆
』
『初
学
記
』
（中
華
書
局
版
）、
李
白
は

『唐
代
研
究
の
し
お
り
　
李
自
の
作
品
』
（同
朋
舎
出
版
　
昭
和
五
十
二
年
十

一
月
）
そ
の
他
唐
代
の
詩
は

『全
唐
詩
』
（中
華
書
局
版
）、
史
書
は
点
校
本
二
十
四
史

（中
華
書
局
版
）、
『文
華
秀
麗
集
』
―

『
日
本
古
典
文
学
大
系

６９
　
懐
風
藻
　
文
華
秀
麗
集
　
本
朝
文
粋
』
（岩
波
書
店
　
昭
和
三
十
九
年
六
月
）、
『
田
氏
家
集
』
―

『
田
氏
家
集
注
　
巻
之
上

。
中

。
下
』
（和
泉
書

院
　
平
成
三
年
一一月
～
六
年
一一月
）、
『菅
家
文
草
』
―

『
日
本
古
典
文
学
大
系
７２
　
菅
家
文
草
　
菅
家
後
集
』
（岩
波
書
店
　
昭
和
四
十
一
年
十
月
）、
『千

載
佳
句
』
―
金
子
彦
二
郎

『増
補
平
安
時
代
文
学
と
自
氏
文
集
』
（芸
林
舎
　
昭
和
五
十
二
年
五
月
）、
『扶
桑
集
』
―

『扶
桑
集
校
本
と
索
引
』
（櫂
歌

書
房
　
昭
和
六
十
年
五
月
）、
『本
朝
麗
藻
』
―

『本
朝
麗
藻
簡
注
』
（勉
誠
社
　
平
成
五
年
七
月
）、
『本
朝
文
粋
』
―

『新
日
本
古
典
文
学
大
系
２７
　
本

朝
文
粋
』
（岩
波
書
店
　
平
成
四
年
五
月
）、
身
延
山
本
訓
は

『重
要
文
化
財
本
朝
文
粋
』
（汲
古
書
院
　
昭
和
五
十
五
年
九
月
）、
『和
漢
朗
詠
集
』
―

『
日

本
古
典
文
学
大
系
７３
　
和
漢
朗
詠
集
　
梁
塵
秘
抄
』
（岩
波
書
店
　
昭
和
四
十
年
一
月
）、
『新
撰
朗
詠
集
』
―

『新
撰
朗
詠
集
校
本
と
総
索
引
』
曾
一弥

井
書
店
　
平
成
六
年
一
月
）、
『本
朝
無
題
詩
』
―

『本
朝
無
題
詩
全
注
釈

一
～
三
』
（新
典
社

平
成
四
年
一一一月
～
六
年
五
月
）、
『中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
』

―

『図
書
寮
叢
刊
平
安
鎌
倉
未
刊
詩
集
』
（昭
和
四
十
七
年
二
月
）、
『本
朝
続
文
粋
』
―

『新
訂
増
補
国
史
大
系
』
（吉
川
弘
文
館
　
昭
和
四
十
年
九
月
）、

『猪
熊
関
自
記
紙
背
詩
懐
紙
』
―

『和
漢
比
較
文
学
叢
書
５
　
中
世
文
学
と
漢
文
学
Ｉ
』
（汲
古
書
院
　
昭
和
六
十
二
年
七
月
）、
『和
漢
兼
作
集
』
―

『新

編
国
歌
大
観
』、
層
古
注
∨
蒙
求
』
―

『蒙
求
古
註
集
成
　
上
巻
』
（汲
古
書
院
　
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
）、
『和
漢
朗
詠
集
私
注
』
―

『国
立
国
会
図

書
館
蔵
和
漢
朗
詠
集
　
内
閣
文
庫
蔵
和
漢
朗
詠
集
私
注
　
総
索
引
附
和
歌
断
句
要
語
索
引
』
（新
典
社
　
昭
和
六
十
年
十
月
）、
『新
楽
府
略
意
』
―
太

田
次
男

「釈
信
救
と
そ
の
著
作
に
つ
い
て
―
附

。
新
楽
府
略
意
二
種
の
翻
印
―
」
（斯
道
文
庫
論
集
５
　
昭
和
四
十
年
七
月
）、
『楽
府
注
少
々
』
―
後

藤
昭
雄

『平
安
朝
漢
文
文
献
の
研
究
』
（士口川
弘
文
館
　
平
成
五
年
一ハ
月
）、
『文
鳳
抄
』
―

『真
福
寺
本
文
鳳
抄
』
（勉
誠
社
　
昭
和
五
十
六
年
一一一月
）、
そ

の
他
の
日
本
漢
詩
は
群
書
類
従
、
『類
衆
名
義
抄
』
は

『類
衆
名
義
抄
』
（風
間
書
房
　
昭
和
二
十
九
年
五
月
）
。

歌
学
書
等
の
引
用
は
、
『袖
中
抄
』
は

『袖
中
抄
の
校
本
と
研
究
』
（笠
間
書
院
　
昭
和
六
十
年
一一月
）、
他
は

『
日
本
歌
学
大
系
』
に
よ
っ
た
。



〔付
記
〕
本
注
釈
は
、
平
成
七
年
度
大
阪
大
学
大
学
院
演
習
に
お
け
る
輪
読
の
資
料
に
基
づ
き
、
海
野
・
滝
川
両
名
に
よ
り
資
料
の
再
調
査

・
増
補
等
を

行
い
作
成
し
た
。
解
説
も
含
め
て
文
責
は
両
名
に
あ
る
。
ま
た
、
注
釈
作
成
に
お
い
て
伊
井
春
樹

・
後
藤
昭
雄

。
中
本
大
の
三
氏
に
は
多
く
の

御
教
授
を
い
た
だ
い
た
が
、
そ
れ
ら
を
有
効
に
い
か
し
注
釈
に
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
非
才
を
お
詫
び
す
る
次
第
で
あ
る
。
何
分

未
熟
な
我
々
の
注
釈
で
あ
る
の
で
、
未
詳
と
し
た
ま
ま
の
部
分
も
多
く
、
誤
読

・
誤
解
等
多
々
あ
る
こ
と
と
思
う
。
宜
し
く
御
教
授

・
御
叱
正

を
賜
り
た
い
。

最
後
で
は
あ
り
ま
す
が
、
貴
重
な
資
料
を
提
供
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
大
阪
青
山
短
期
大
学
学
長
塩
川
利
員
氏
及
び
本
学
教
授
伊
井

春
樹
先
生
に
心
よ
り
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
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注

釈

【韻
】
漢
詩

・
和
歌
共
に

一
首
末
尾
に
韻
を
踏
み
、　
一
番
お
き
に
交
互
に

「遺
」
「糸
」
の
韻
字
が
用
い
ら
れ
る
。
「遺
」
「糸
」
は
平
水
韻
で
は
上
平

第
四
番
支
韻
。

【参
考
】
底
本
に
は
題

・
判
詞
が
記
さ
れ
ず
、
漢
詩

。
和
歌
に
共
通
す
る

題
も
想
定
で
き
な
い
。
漢
詩
・
和
歌
双
方
の
末
尾
に
共
通
す
る
「遺
Ｌ
糸
」

の
韻
字
が
用
い
ら
れ
る
た
め
、
フ」
れ
ら
共
通
の
韻
字
の
許
に
左
方
が
漢
詩

を
、
右
方
が
和
歌
を
賦
し
番
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『新
編
国

歌
大
観
』
に
所
収
さ
れ
る
他
の

『詩
歌
合
』
に
は
、
同
題
の
許
に
漢
詩

・

和
歌
を
賦
し
番
え
ら
れ
る
例
は
散
見
す
る
が
、
共
通
の
韻
字
を
用
い
て

一

番
と
す
る
例
は
見
出
し
得
な
い
。
な
お
、
右
方

（和
歌
方
）
は
左
方

（漢

詩
方
）
と
異
な
り
実
際
に
は
韻
を
踏
む
こ
と
が
不
可
能
な
た
め
、　
一
首
の

末
尾
に
韻
の
文
字
を
置
き
詠
み
込
ん
で
い
る
。
韻
字
を
用
い
た
和
歌
は

『拾
遺
愚
草
』
（ｍ
～
剛
「韻
歌
百
廿
八
首
和
歌
Λ
建
久
七
年
ど
）
、
『拾
遺
愚
草

員
外
』
（餌
～
６７

「韻
字
四
季
歌
Λ
建
保
五
年
ど
）、
『土
御
門
院
御
集
』
（祖
～

妬

「韻
字
六
首
し

に
見
え
る
。
「韻
字
四
季
歌
」
は
、
漢
詩

・
和
歌
共
に
末

尾
に
共
通
の
韻
字
が
用
い
ら
れ
て
お
り
近
似
す
る
例
。
「韻
歌
百
甘
八
首
和

歌
」、
「韻
字
六
首
」
で
は
韻
字
は
必
ず
し
も

一
首
末
尾
に
置
か
れ
て
は
お
ら

ず
、
韻
字
を
和
歌
中
に
詠
み
込
む
こ
と
に
主
眼
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
赤
羽
淑

「定
家
の
韻
字
百
二
十
八
首
和
歌
に
つ
い
て
」
（文
芸
研
究

３９
。
昭
和
三
十
六
年
十
月
）
参
照
。

∧
漢
詩
ｖ

【平
仄
】
〇
●
○
〇
〇
●
●
　
○
〇
〇
●
●
○
支
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【通
釈
】
蔵
の
覆
う
水
辺
を
舟
が
ほ
の
暗
い
中
に
悼
さ
し
て
急
い
で
行
く
。

松
の
生
え
た
台
か
ら
聞
こ
え
て
き
て
い
た
琴
の
音
に
紛
う
風
の
音
も
や

み
、
暁
に
舟
の
進
む
音
だ
け
が
遺
り
響
い
て
い
る
。

【作
者
】
底
本
に
は

「女
房
」
と
記
さ
れ
る
。
井
上
宗
雄

「
一
条
実
経
に

つ
い
て
付
建
治
元
年
催
行
の
歌
合
と
詩
歌
合
と
」
（研
究
と
資
料
３０
。
平
成

五
年
十
二
月
）
、
同

「和
歌
史
研
究
に
つ
い
て
―
新
資
料
若
干
の
紹
介
を
兼

ね
て
―
」
（国
学
院
雑
誌
９５
１
Ｈ
・
平
成
六
年
十
一
月
）
に
よ
れ
ば
、
藤
原

（
一

条
）
家
経
が
比
定
さ
れ
る
。
宝
治
二
年

（囲
）
―
永
仁
元
年

（‐２９３
）

藤
原

盆
条
）
実
経
男
。
従

一
位
摂
政
左
大
臣
。
後
光
明
峯
寺
摂
政
と
称
す
。
『和

漢
兼
作
集
』
に
二
首
漢
詩
が
遺
る
。
勅
撰
歌
人
で
も
あ
り
、
『続
古
今
集
』

『続
拾
遺
集
』
『新
後
撰
集
』
『
玉
葉
集
』
『続
千
載
集
』
『続
後
拾
遺
集
』
『新

千
載
集
』
『新
拾
遺
集
』
『新
後
拾
遺
集
』
に
計
二
十
八
首
入
集
。

∧
和
歌
ｖ

web公開に際し、翻刻は省略しました



【通
釈
】
益
の
無
い
こ
と
で
あ
る
よ
、
ま
だ
早
い
う
ち
に
急
ぎ
別
れ
る
後

朝
に
は
、
私
の
袖
の
上
に

（落
ち
た
涙
に
、
ま
た
次
に
逢
う
ま
で
の
）
形
見
の

よ
う
に
月
が
暫
く
宿
っ
て
い
る
よ
。

【作
者
】
安
嘉
門
院
四
条

・
阿
仏
尼

。
北
林
禅
尼
と
も
。
生
年
末
詳
―
弘

安
六
年

（囲
）
。
佐
渡
守
平
度
繁
養
女
。
実
父
母
は
未
詳
。
安
嘉
門
院
に
仕

え
、
越
前
、
右
衛
門
佐
、
四
条
と
呼
ば
れ
た
。
藤
原
為
家
と
の
間
に
為
相
、

為
守
ら
を
生
む
。
為
家
の
寵
を
頼
み
に
歌
道
の
正
統
を
為
相
に
伝
え
る
こ

と
を
望
み
、
持
明
院
の
北
林
に
和
歌
の
文
書
を
選
び
出
さ
せ
た
。
為
家
の

没
後
、
長
男
為
氏
と
細
川
荘
の
相
続
を
争
い
、
弘
安
二
年

（‐２７９
）
に
は
訴

訟
の
た
め
鎌
倉

へ
下
っ
た
。
生
前
に
は
判
決
を
見
ず
、
弘
安
六
年
四
月
八

日
に
没
し
た
。
『続
古
今
集
』
『続
拾
遺
集
』
『新
後
撰
集
』
『
玉
葉
集
』
『続

千
載
集
』
『続
後
拾
遺
集
』
『風
雅
集
』
『新
千
載
集
』
『新
拾
遺
集
』
『新

後
拾
遺
集
』
『新
続
古
今
集
』
に
計
四
十
八
首
入
首
。

∧
漢
詩
∨

【平
仄
】
●
〇
●
●
〇
〇
●
　
●
●
○
〇
〇
●
支
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略
し
ま
し
た



【通
釈
】
雁
が
飛
ぶ
様
は
明
瞭
で
は
な
い
が
、
雲
の
辺
り
に
文
字
の
よ
う

に
見
え
る
。
月
は
、
初
三
の
弓
張
り
月
で
あ
り
、
山
の
上
に
糸
の
よ
う
に

見
え
る
。

【作
者
】

一
番
詩
注
参
照
。

Ａ
和
歌
∨

【通
釈
】
掛
か
っ
て
い
る
こ
と
だ
よ
、
軒
端
に
生
え
た
し
の
ぶ
に
も
、
露

に
濡
れ
あ
ら
わ
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
蜘
蛛
の
糸
が
。

【作
者
】

一
番
歌
注
参
照
。

【付
】
阿
仏
尼
の
和
歌
は
、
梁
瀬

一
雄

『校
註
阿
仏
尼
全
集
』
（風
間
書
房
・

昭
和
三
十
二
年
十
月
）
に
類
衆
さ
れ
る
が
、
本
詩
歌
合
所
収
の

一
、
二
番
歌

は
所
収
さ
れ
ず
新
出
で
あ
る
。

-13-

w
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∧
漢
詩
∨

【平
仄
】
●
〇
〇
●
〇
〇
●
　
〇
●
○
○
●
●
支

【通
釈
】
月
が
苔
む
し
た
道
を
照
し
て
い
る
。
そ
の
光
が
霜
の
よ
う
に
道

を
覆
っ
て
寒
々
と
し
て
い
る
。
嵐
が
松
の
生
え
た
巌
を
吹
き
、
（そ
れ
に

よ
っ
て
起
き
た
）
松
風
が
雨
の
音
の
如
く
残
っ
て
い
る
。

【作
者
】
底
本
、
作
者
が
記
さ
れ
な
い
。

-14-
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【付
】
【通
釈
】
は
先
述
の
如
く
に
記
し
た
が
、
「遺
」
に
重
き
を
お
け
ば
、

下
旬
は
、
「松
風
が
雨
の
音
の
よ
う
に
聞
こ
え
て
い
た
。
（し
か
し
嵐
が
や
ん

で
も
）
雨
の
音
が
残
っ
て
い
る
。
（雨
も
ま
た
降
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
ご

と

で
も
解
釈
で
き
よ
う
か
。
但
し
、
そ
の
場
合
、
上
旬
と
の
均
整
が
と
れ
ず
、

ま
た
上
旬
か
ら
夜
景
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
雨
は
実
際
に
降
っ
て

は
い
な
い
と
し
、
【通
釈
】
の
如
く
理
解
す
る
。

Ａ
和
歌
ｖ

【通
釈
】
父
が
見
て
い
た
夜
の
秋
の
形
見
と
い
う
こ
と
で
、
（そ
の
頃
と
変
わ

ら
ず
）
月
だ
け
が
、
同
じ
光
を
遺
し
て
い
る
。

【作
者
】
九
条

（藤
原
）
。
生
年
未
詳
―
永
仁
六
年

（囲
）
十
二
月
五
日
。
歌

道
家
六
条
家
の
子
孫
。
行
家
男
。
従
二
位
大
蔵
卿
。
仁
治
末
か
寛
元
初
め

の
生
ま
れ
。
永
仁
元
年
勅
撰
集

（い
わ
ゆ
る
永
仁
勅
撰
）
の
撰
者
を
為
世

・

為
兼

・
雅
有
と
共
に
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
中
途
に
没
す
。
『続
古
今
集
』
『続

‐15‐
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拾
遺
集
』
『新
後
撰
集
』
『
玉
葉
集
』
『続
千
載
集
』
『
続
後
拾
遺
集
』
『
風

雅
集
』
『新
千
載
集
』
『新
拾
遺
集
』
『新
後
拾
遺
集
』
『新
続
古
今
集
』
に

計
六
二
首
入
集
。
『和
漢
兼
作
集
』
に
摘
句
が

一
首
残
る
。
ま
た
、
八
瀬

切

含
続
古
今
集
し

の
伝
承
筆
者
で
も
あ
る
。
な
お
、
佐
々
木
孝
浩

「九
条

隆
博
伝
の
考
察

（
こ

公
じ
―
永
仁
勅
撰
撰
者
の
生
涯
―
」
含
一田
国
文
１４
、

‐６
。
平
成
二
年
六
月
、
同
四
年
六
月
）
に
関
係
資
料
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

【付
】
「た
ら
ち
ね
」
は
平
安
中
頃
か
ら

「父
」
の
同
義
語
と
も
な
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
片
桐
洋

一
『歌
枕
歌
こ
と
ば
辞
典
』
（角
川
書
店
。
昭

和
五
十
八
年
）
参
照
。
時
代
の
近
い
例
を
挙
げ
れ
ば
、
「た
ら
ち
ね
の
あ
り

し
そ
の
世
に
あ
は
れ
な
ど
思
ふ
ば
か
り
も
つ
か
へ
ざ
り
け
ん
」
含
新
後
撰

集
』
雑
下
。

‐５‐
．
道
玄
）
の
歌
で
は
、
詞
書
に

「普
光
園
入
道
前
関
自
か
く

れ
侍
り
て
後
、
よ
み
て
侍
り
け
る
」
と
あ
り
、
関
自

（良
実
＝
道
玄
の
父
）

の
こ
と
を

「た
ら
ち
ね
」
と
詠
ん
で
い
る
。
隆
博
の
父
行
家
は
建
治
元
年

正
月
十

一
日
死
去
で
あ
る
か
ら
、
当
該
歌
が
実
事
を
詠
ん
で
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
本
書
は
、
こ
れ
以
後
の
成
立
と
な
る
。
ま
た
当
該
歌
は
、
月
を
見

て
、
故
人
も
見
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
思
う
歌
で
あ
る
が
、
同
様
な
趣

向
は
隆
博
自
身
も
、
「八
月
十
五
夜
、
後

一
条
入
道
前
関
自
の
こ
と
を
思

ひ
出
で
て
よ
み
侍
り
け
る
」
の
詞
書
で

「も
ろ
と
も
に
見
し
よ
の
秋
の
面

影
も
わ
す
れ
ぬ
月
に
ね
を
の
み
ぞ
な
く
」
貧
新
後
撰
集
』
雑
下
。
Ｍ
）
と
詠

ん
で
い
る
。

∧
漢
詩
ｖ

【平
仄
】
〇
●
●
〇
〇
●
●
　
●
〇
〇
●
●
○
支
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【通
釈
】
人
気
の
な
い
谷
の
夜
の
窓
に
は
、
落
葉
の
音
が
聞
こ
え
る
。
う

ち
す
て
ら
れ
た
籠
の
秋
草
に
蜘
蛛
の
糸
が
見
え
る
。

【作
者
】
底
本
、
作
者
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

∧
和
歌
∨
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【通
釈
】
紅
色
に

（紅
葉
に
染
め
ら
れ
て
）
変
わ
っ
た
こ
と
だ
よ
。
紅
葉
が

流
れ
て
落
ち
て
き
た
滝
の
自
糸
が
。

【作
者
】
二
番
歌
注
参
照
。

∧
漢
詩
ｖ

【平
仄
】
●
〇
〇
●
○
○
●
　
●
●
〇
〇
●
支

w
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︑
翻
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省
略
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ま
し
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【通
釈
】
自
楽
天
の
疎
竹
は
古
く
か
ら
の
馴
染
み
で
あ
る
。
召
伯
の
甘
棠

に
は
仁
愛
が
遺
っ
て
い
る
。

【作
者
】
藤
原

（
一
条
）
実
家
が
比
定
さ
れ
る
か

（解
説
参
照
）
。
建
長
二
年

（‐２５０
）
―
正
和
三
年

（‐３‐４
）
。
従

一
位
太
政
大
臣
。
藤
原

（
一
条
）
実
経
男
。

『和
漢
兼
作
集
』
に
漢
詩
二
首
が
遺
る
。
勅
撰
歌
人
で
も
あ
り

『続
拾
遺

集
』
『新
後
撰
集
』
に
計
七
首
入
集
。

∧
和
歌
ｖ
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【通
釈
】
と
る
に
足
ら
な
い
水
辺
の
藻
屑
の
よ
う
な
私
の
文
章
は
、
そ
の

ま
ま
で
は

（後
代
）
遺

っ
て
い
く
の
で
し
よ
う
か

（遺
り
は
し
な
い
で
し
よ

う
）
。

【作
者
】
醍
醐
源
氏
。
生
没
年
未
詳
。
兼
康
男
。
父

。
兄
親
長

（本
詩
歌
合

九
、
十
番
右
に
出
詠
）
共
に
勅
撰
歌
人
。
長
舜

含
新
後
撰
集
』
『続
千
載
集
』
撰

集
時
の
和
歌
所
開
聞
・
連
署
、
『続
後
拾
遺
集
』
の
連
署
を
勤
め
る
）
と
は
従
兄

弟
。
従
四
位
上
右
馬
助
。
嘉
元
二
年

（‐３０４
）
兼
康
筆

『古
今
集
』
を
相
伝

し
、
松
殿
兼
輔
所
持
の
為
家
本
に
依
っ
て
校
合

（久
曽
神
昇

『古
今
和
歌
集

成
立
論
　
研
究
編
』
風
間
書
房
　
昭
和
三
十
五
年
所
収
穂
久
運
文
庫
本
識
語
）
。

『新
後
撰
集
』
『
玉
葉
集
』
『続
千
載
集
』
『続
後
拾
遺
集
』
『
風
雅
集
』
『新

千
載
集
』
『新
拾
遺
集
』
『新
後
拾
遺
集
』
に
計
十
八
首
入
集
。

∧
漢
詩
∨

【平
仄
】
〇
●
○
〇
〇
●
●
　
●
〇
●
●
●
○
支
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【作
者
】
五
番
詩
注
参
照
。

【付
】
髪
毛
の
垂
れ
る
様
を
商
山
の
雪
に
見
立
て
る
例
も
見
え
る
。
「両
髪

更
垂
商
嶺
雪
　
高
縦
猶
継
穎
陽
塵
」
貧
粟
田
左
府
尚
歯
会
詩
』
藤
原
斯
生
）
。

∧
和
歌
∨

【通
釈
】
く
り
か
へ
し
飽
き
足
り
る
こ
と
な
く
来
て
み
よ
う
、
天
に
あ
る

よ
り
も
月
の
光
が
な
お

一
層
清
く
澄
み
渡
る
と
い
う

（「清
い
」
と
い
つ
名

を
持
つ
）
清
滝
の
瀬
々
の
自
糸
に
。

【作
者
】
五
番
歌
注
参
照
。

‐22‐
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∧
漢
詩
ｖ

【平
仄
】
〇
●
●
〇
〇
●
●
　
●
〇
〇
●
○
○
支

【通
釈
】
天
の
河
を
見
上
げ
て
み
る
と
、
秋
の
月
は
冷
え
冷
え
と
し
て
い

る
。
役
所
に
礼
を
尋
ね
て
み
る
と
、
音
の
風
情
が
遺
っ
て
い
る
。

【作
者
】
藤
原

（滋
野
井
）
実
冬
が
比
定
さ
れ
る
か

（解
説
参
照
）
。
仁
治
三

年

（四
）
―
乾
元
二
年

（側
）
。
公
光
男
。
宝
治
元
年

（И
）
従
五
位
上
。

建
長
元
年

（四
）
左
少
将
。
弘
安
六
年

（囲
）
正
三
位
権
中
納
言
、
正
応

元
年

（囲
）
権
大
納
言
。
正
応
二
年

（四
）
出
家
。
『亀
山
殿
十
首
』
（永

w
eb

公
開
に
際
し
︑
翻
刻
は
省
略
し
ま
し
た



仁
元
年

‐２９３
）
の
作
者
。
大
覚
寺
統
廷
臣
。
『鳩
嶺
集
』
に
三
首
、
『和
漢
兼

作
集
』
に

一
首
漢
詩
が
遺
る
。
ま
た
、
勅
撰
歌
人
で
も
あ
り

『続
拾
遺
集
』

『新
後
撰
集
』
『続
千
載
集
』
『新
続
古
今
集
』
に
計
七
首
入
集
。

∧
和
歌
ｖ

【通
釈
】
「高
砂
の
尾
上
の
鐘
」
と
詠
ま
れ
た
の
も
、
も
う
音
の
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
（鐘
の
音
は
聞
子
え
て
こ
ず
に
）
、
今
で
は
松
の
梢
を
吹
き
抜

け
る
嵐
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
だ
け
だ
よ
。

【作
者
】
高
階
。
正
嘉
元
年

（‐２５７
）
‐
応
長
元
年

（‐３‐‐
）
。
邦
長

（本
詩
歌
合

web公開に際し、翻刻は省略しました



五
、
六
番
に
出
詠
）
男
。
従
二
位
。
文
永
三
年

（囲
）
遠
江
守
、
弘
安
九
年

（‐２８６
）
宮
内
卿
、
正
安
四
年

（馳
）
大
蔵
卿
。
『新
後
撰
集
』
に
二
首
、
『
玉

葉
集
』
『続
千
載
集
』
『新
続
古
今
集
』
に
各
々

一
首
、
計
五
首
入
集
。　
一

色
切

（『顕
注
密
勘
』
切
）
の
伝
承
筆
者
。

∧
漢
詩
ｖ

【平
仄
】
●
〇
〇
●
〇
●
●
　
●
●
●
〇
●
●
支

‐
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【通
釈
】
既
に
も
う
私
の
忠
節
は
三
代
の
天
皇
に
及
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
。

老
い
と
い
う
も
の
は
自
髪
混
じ
り
の
髪
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
ろ
う
、
私
の

左
の
髪
に
は
自
髪
が
混
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

【作
者
】
七
番
詩
注
参
照
。

∧
和
歌
∨

-26-
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【通
釈
】
佐
保
姫
の
染
め
た
緑
の
色
が
変
わ
っ
て
い
く
、
秋
が
深
ま
る
に

つ
れ
て

「あ
お
や
ぎ
」
と
い
わ
れ
た
緑
の
柳
も
色
あ
せ
て
い
く
。

【作
者
】
七
番
歌
注
参
照
。

∧
漢
詩
∨

【平
仄
】
●
●
●
〇
〇
●
●
　
〇
〇
●
●
●
○
支
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【通
釈
】
四
十
歳
の
老
境
に
入
っ
た
私
の
想
い
は
物
寂
し
く
風
が
吹
き
抜

け
る
よ
う
に
冷
え
冷
え
と
し
て
い
る
。
代
々
伝
わ
る
家
の
業
で
あ
る
学
問

‐28-
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は
継
承
さ
れ
て
い
る
。

【作
者
】
藤
原
。
安
貞
元
年

（‐２２７
）

・
正
安
三
年

（‐３０‐
）
。
藤
原
経
範
男
。
文

章
博
士
。
実
範
以
降
多
く
の
文
章
博
士
を
輩
出
し
た
南
家
藤
原
氏
の
出
自

で
あ
り
、
祖
父
孝
範

。
、
父
経
範
も
共
に
文
章
博
士
。
弘
安
六
年

（囲
）
文

章
博
士
。
弘
安
八
年

（‐２８５
）
式
部
権
大
輔
、
弘
安
十
年

（‐２８７
）
大
学
頭
。

正
応
元
年

（‐２８８
）
非
参
議
従
三
位
、
正
応
五
年

（‐２９２
）
正
三
位
、
永
仁
三

年

（‐２９５
）
従
二
位
、
永
仁
四
年

（‐２９６
）
式
部
大
輔
、
正
安
元
年

（囲
）
式

部
大
輔
兼
左
京
大
夫
。
『鳩
嶺
集
』
に
詩
文
摘
句
十
六
句
、
連
句
四
句
を

遺
す
。

∧
和
歌
∨

【通
釈
】
ほ
の
か
に
空
が
自
ん
で
き
た
明
け
方
に
、
山
の
端
か
ら
離
れ
て

月
が
沈
ま
な
い
で
残
っ
て
い
る
よ
。

【作
者
】
醍
醐
源
氏
。
生
没
年
未
詳
。
兼
康
男
。
父

。
弟
邦
長

（本
詩
歌
合

五
、
六
番
右
に
出
詠
）
。
子
清
兼
共
に
勅
撰
歌
人
。
長
舜

（『新
後
撰
集
』
『続

千
載
集
』
撰
集
時
の
和
歌
所
開
田
・
連
署
、
『続
後
拾
遺
集
』
の
連
署
を
勤
め
る
）

web公開に際し、翻刻は省略しました



と
は
従
兄
弟
。
正
五
位
下
土
佐
守

（
『尊
卑
分
脈
』
）
。
『新
後
撰
集
』
以
下

に
は

「朝
臣
」
と
記
さ
れ
る
の
で
四
位
に
昇
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『続
拾

遺
集
』
『新
後
撰
集
』
『玉
葉
集
』
『続
千
載
集
』
『続
後
撰
集
』
『新
千
載

集
』
『新
後
拾
遺
集
』
に
計
十
四
首
入
集
。

∧
漢
詩
ｖ

【平
仄
】
●
〇
●
●
●
〇
●
　
〇
●
●
〇
●
●
支
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【通
釈
】
自
雲
に
雁
が
点
の
如
く
映
じ
て
、
数
行
の
字
の
よ
う
だ
。
秋
の

【作
者
】
九
番
詩
注
参
照
。

∧
和
歌
ｖ

web公開に際し、翻刻は省略しました



【通
釈
】
吹
く
風
よ
っ
て
露
が
乱
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
露
を
玉
と

し
て
貫
い
て
い
る
野
辺
の
蜘
蛛
の
糸
で
は

（糸
の
緒
が
弱
い
た
め
に
）
。

【作
者
】
九
番
歌
注
参
照
。

∧
漢
詩
∨

【平
仄
】
〇
●
●
〇
〇
●
●
　
●
〇
〇
●
●
○
支

w
eb

公
開
に
際
し
︑
翻
刻
は
省
略
し
ま
し
た



【通
釈
】
松
の
生
え
た
嶺
に
月
が
昇
っ
て
照
ら
し
、
青
々
と
し
た
美
し
い

山
と
し
て
鮮
や
か
に
見
え
る
。
門
の
よ
う
な
岩
の
切
り
立
つ
谷
で
は
嵐
が

や
ん
で
谷
川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
だ
け
が
残
っ
て
聞
こ
え
る
。

【作
者
】
源
則
任
か
。
『尊
卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
、
醍
醐
源
氏
で
、
則
長
男
、

丹
波
守

・
左
衛
門
尉

。
右
馬
頭
の
職
歴
が
見
え
る
。
ま
た
、
『鎌
倉
遺
文
』

所
収
の

一
条
家
経
家
の
文
書
に
そ
の
名
前
が
見
出
さ
れ
る
の
で
、
一
条
家

の
家
司
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

∧
和
歌
ｖ

web公開に際し、翻刻は省略しました



【通
釈
】
（時
雨
に
濡
れ
れ
ば
木
の
葉
は
色
づ
く
と
い
う
が
、
そ
の
）
時
雨
に
も
、

つ
れ
な
い
態
度
で
色
を
変
え
な
い
松
の
葉
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
、
夕
日
の

光
が
映
っ
て
、
そ
の
色
が
残
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

【作
者
】
中
原
行
実
か
。
『続
古
今
和
歌
集
目
録
∧
当
世
ｖ
』
に
よ
れ
ば
、
『続

古
今
集
』
党
宴
の
時
点

（文
永
三
年

（‐２６６
じ

で
ヽ
「左
衛
門
尉
筑
後
守
」
で

あ
る
。
ま
た

「前
備
中
守
行
範
男
」
で
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
『中

原
氏
系
図
』
等
に
見
出
せ
ず
、
詳
細
は
不
明
。

∧
漢
詩
∨

【平
仄
】
●
〇
●
●
〇
〇
●
　
〇
●
〇
〇
●
●
支

w
eb

公
開
に
際
し
︑
翻
刻
は
省
略
し
ま
し
た



【通
釈
】
緑
の
雑
草
に
露
が
混
じ
り
、
そ
こ
に

（そ
れ
に
見
紛
う
ば
か
り
に
）

蛍
の
光
が
輝
い
て
い
る
、
紅
の
蓼
が
水
に
映
り
波
を
燃
や
し
て
い
る
よ
う

で
あ
り
、
そ
こ
に
自
鷺
の
白
い
頭
毛
が
垂
れ
て
い
る
。

【作
者
】
十

一
番
詩
注
参
照
。

【付
】
上
旬
は
、
「丹
蛍
」
を
露
に
見
立
て
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
が
、
下
旬
と
の
関
連
か
ら
、
見
立
て
と
は
と
ら
な
い
。

∧
和
歌
ｖ
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【通
釈
】
荒
れ
は
て
て
見
窄
ら
し
く
な
っ
た
古
里
の
軒
端
に
か
か
っ
て
い

る
蜘
蛛
の
糸
で
あ
る
こ
と
よ
。

【作
者
】
十

一
番
歌
注
参
照
。

∧
漢
詩
ｖ

【平
仄
】
〇
●
●
〇
〇
●
●
　
○
〇
〇
●
●
○
支
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【通
釈
】
め
で
た
い
穀
物
が
あ
り
、
ま
た
雨
も
止
ん
だ
。
皆
、
楽
し
も
う
。

不
安
定
で
あ
っ
た
飛
蓬
も
、
風
が
静
ま
り
、
飛
び
回
ら
な
く
て
も
よ
い
の

だ
。
（こ
れ
ら
は
全
て
政
事
が
安
定
し
て
い
る
か
ら
だ
）
。

【作
者
】
菅
原
在
守
。
『尊
卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
、
在
章
の
男
、
在
匡
の
弟

で

「侍
読
後
宇
多
御
書
所
開
闘
／
東
宮
学
士
」、
「大
内
記
　
式
部
少
輔
／

従
四
下
」
で
あ
る
が
、
『菅
儒
侍
読
年
譜
』
に
よ
れ
ば
、
「十
五
　
在
守

∧
在
匡
男
ｖ
後
宇
多
院
文
永
十

一
年
正
月
廿
六
日
侍
読
、
千
時
正
五
位
下

行
大
内
記
兼
因
幡
権
介
、
受
禅
日
聴
昇
殿
」
と
あ
り
、
や
や
記
事
に
ｍ
幅

が
あ
る
．
『鳩
嶺
集
』
に
摘
句
が
残
る
。

【付
】
当
該
句
の
上
旬
、
解
釈
が
困
難
で
あ
る
。
或
い
は

「有
注
」
部
分

に
本
来
、
自
注
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
解
釈
が
要
求
さ
れ
た
も
の
か
。
で

あ
れ
ば
、
「有
注
」
は
、
自
注
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
が
、
如

何
。
下
旬
は
、
「飛
蓬
」
が
、
「風
」
が
静
ま
っ
た
た
め
に
、
安
定
す
る
こ

と
が
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
上
旬
で
も
、
「嘉
穀
」
と

「雨
」
と

に
何
ら
か
の
因
果
関
係
が
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
例
え
ば

「雨
穀
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
れ
は

コ
バ
文
類
衆
』
巻
八
十
五
・
百
穀
部

「穀
」

に

『論
衡
』
を
引
い
て

「建
武
三
十

一
年
、
陳
留
雨
レ
穀
蔽
レ
地
、
視
レ
穀

形
若
レ
粂
而
黒
、
比
夷
狭
地
生
レ
穀
也
、
夷
狭
不
レ
食
レ
穀
、
生
二
於
草
野
一、

成
熟
委
二
於
地
・
、
遭
二
疾
風
一、
与
レ
之
倶
飛
、
風
衰
、
穀
二
集
中
国
一、
中

国
見
レ
之
、
謂
二
天
雨
穀
一也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
穀
が
降
る
こ
と
を
い
い
、

当
該
句
の
場
合
に
は
不
適
切
で
あ
ろ
う
。
ま
た

「陰
陽
不
レ
違
、
風
雨
有

レ
節
、
五
穀
垂
レ
穎
、
百
果
共
滋
」
（コ
一十
五
文
集
』
「天
台
長
講
廻
向
文
」

紀
長
谷
雄
）
の
例
は
、
「風
雨
」
が
定
期
的
で
あ
る
こ
と
と

「五
穀
」
が

実
る
こ
と
が
並
列
に
扱
わ
れ
、
と
も
に
天
下
が
治
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
当
該
句
も
こ
の
例
に
準
じ
る
も
の
か
。
し
か
し

「雨
余
」
が
、

ど
の
よ
う
に

「嘉
穀
」
に
機
能
し
て
い
る
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
或
い
は

「有
注
」
に
、
降
り
続
い
た
雨
が
止
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
、
そ
れ
が
、
徳

今
」
の
場
合
は
、
主
催
者
で
あ
ろ
う
一
条
家
経
の
も
の
に
な
る
が
）
で
あ
る
こ
と

が
注
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
も
、
下
旬
と
の

対
句
関
係
が
不
明
確
に
な
る
。

∧
和
歌
ｖ
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web公開に際し、翻刻は省略しました



【通
釈
】
有
明
は
、
（長
い
は
ず
の
）
秋
の
夜
で
あ
る
の
に
程
も
無
く
や
っ
て

き
た
。
も
う
月
も
山
の
端
遠
く
に
残
っ
て
い
る

（夜
の
月
を
満
喫
し
な
い
う

ち
に
夜
も
明
け
て
し
ま
っ
た
）
。

【作
者
】
「舟
行
即
事
」
道
雲
か
。
井
上
は
、
本
詩
歌
合
と

『摂
政
家
月
十
首

歌
合
』
と
の
親
近
性
か
ら
、
『
月
十
首
歌
合
』
参
加
の
道
雲
を
、
本
詩
歌

合
の
法
印
に
比
定
し
て
い
る
。
な
お

『
月
十
首
歌
合
』
の
道
雲
に
つ
い
て

は
、
早
く
に
安
井
久
善

『藤
原
光
俊
の
研
究
』
（笠
間
書
院
。昭
和
四
十
八
年
）

で
、
徳
大
寺
実
定
男
か
、
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が

（事
実
、
『尊
卑
分
脈
』
に

web公開に際し、翻刻は省略しました



よ
れ
ば
実
定
男
に
道
雲
と
い
う
人
物
が
い
る
）
、
実
定
は
、
建
久
二
年

（‐１９‐
）

年
、
五
十
三
歳
で
莞
去
、
道
雲
が
、
こ
の
年
の
生
ま
れ
と
し
て
も
、
本
詩

歌
合
の
成
立
期
で
あ
る
建
治
元
年

（‐２７５
）
に
は
、
八
十
五
歳
と
高
齢
で
あ

り
、
年
齢
的
に
別
人
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
か
。

Ａ
漢
詩
ｖ

【平
仄
】
●
○
○
○
〇
〇
●
　
〇
●
●
〇
〇
●
支

【通
釈
】
月
は
、
大
空
に
あ
る
す
ぐ
れ
た
天
子
の
鏡
と
同
じ
で
あ
り
、
霜

-39‐
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は
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し
ま
し
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は
、
越
渓
寒
女

（が
宮
中
献
上
用
の
織
物
）
の
糸
を
憐
れ
ん
で
い
る
。

【作
者
】
十
二
番
詩
注
参
照
。

【付
】
当
該
句
、
上
旬
と
下
旬
の
対
の
均
整
が
と
れ
て
い
な
い
。
上
旬
の

鏡
は
月
の
見
立
て
で
あ
る
が
、
下
旬
の
糸
は
、
霜
の
憐
れ
む
対
象
で
あ

る
。
ま
た
下
旬
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
現
時
点
で
は
こ
れ
以
上
明
ら
か

に
で
き
な
い
。

∧
和
歌
ｖ

【通
釈
】
置
く
露
は
、
夜
も
更
け
る
と
と
も
に
、
繁
く
な
っ
て
野

一
面
の

草
場
に
あ
る
が
、
そ
の
草
場
か
ら

（露
に
宿
っ
た
）
月
を
貫
く
蜘
蛛
の
糸
で

web公開に際し、翻刻は省略しました



あ
る
こ
と
だ
。

【作
者
】
十
二
番
歌
注
参
照
。

‐41‐




